
（別紙３）

～ 2025年　11月　30日

（対象者数） 54名 （回答者数） 45名

～ 2025年　11月　30日

（対象者数） 9名 （回答者数） 9名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
中堅職員に向けた社内研修を検討し継続したスキルアップ、

サポート制度の構築を目指しより質の高い療育を提供する。

2 ABLLSガイドラインを参考にしたアセスメントの定着。

3
保護者の要望をより聞き取りやすくできるようなアンケート

の見直し。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 会社全体で交流イベントの実施を検討する。

2 事業所外活動（公園等）の実施。

3
各種マニュアルを保護者の目のとまりやすい場所に設置し、

閲覧できるようにする。HUGを活用し発信する。

子ども一人ひとりに合わせた丁寧で柔軟な療育

・子どもの特性やペースに合わせて関わり方を調整している。

・子どもをよく観察し、困り感の背景や課題を職員全体でカン

ファレンス行い適切な課題設定を心掛けている。

・子どもが楽しめるようにプログラムを適宜変更するなど、柔

軟に対応している。

多角的なアプローチ

・太田ステージをはじめ、言語、身体、生活の評価を実施して

いる。

・児童指導員、保育士、理学療法士、心理士など在籍しており

様々な視点からのカンファレンスを行っている。

・保育所等訪問支援や同グループ他事業所とも連携し生活に即

した支援をしている。

保護者の思いを尊重した支援計画の立案と実行

保護者の要望を聞き取り、支援計画に反映している。家庭との

連携を大切にし、安心して任せてもらえる関係づくりを心掛け

ている。

非常時等の対応についての保護者への周知
契約時に避難所の場所は説明しているが様々なケースを想定し

ての避難所や連絡方法などは説明できていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者同士や兄弟同士の交流の場がない
共働きのご家庭が多く親子参加型のイベントのニーズが少な

い。

地域交流が少ない

・幼保との交流活動を行う時間や場所の設定が難しい。

・児童発達支援に通われていることを知られたくない保護者へ

の配慮。

2025年　11月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　1月　9日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 BRIDGE1

○保護者評価実施期間
2025年  11月  1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


